
 

2022年 8月 8日（2022年 9月 6日） 

各 位 

長野県生活協同組合連合会 

会 長 理 事 太田 栄一 

 

長野県協同組合フェスティバル 2022記念講演会 

湯浅誠氏「地域共生社会づくり講演会」のご案内 

～誰もが生きやすい地域と社会を目指して、私たちにできることを学び、考える～ 

 

１． 開催の目的 

 私たちの暮らしを見つめると、人口減少や社会構造の変化、格差の拡大の中で、従来の地域の助け合いや

福祉の制度では支えられない多くの課題と隣り合わせの状況あります。それらの状況の中で、一つの分野や

領域のみでは解決につながりにくい複合的課題の解決に向けて、分野や期間を超えた協働への期待が高まっ

ています。今回の学習会は、誰もが生きやすい地域と社会を目指して～現状と私たちにできることを学び、

考える～をテーマに、開催いたします。 

 

２． 開催概要 

（１） 日  時 10 月 1 日（土）10 時 00 分～12 時 00 分 

（２） 開催方法 オンライン開催（「YouTube」によりライブ配信を行います。） 

   お申込みいただいた方に、講演会の前日までに視聴用URL をお知らせします。 

（３） 主  催 長野県生活協同組合連合会 

（４） 共  催 長野県協同組合連絡会・長野県協同組合フェスティバル 2022 実行委員会 

（５） 協  力 長野県社会福祉協議会・生活協同組合コープながの・長野県消費者団体連絡協議会 

     信州子ども食堂ネットワーク・社会的養護出身の若者サポートプロジェクト 

（６） 講  師 湯浅 誠 氏 

（認定NPO 法人全国子ども食堂支援センター・むすびえ理事長、社会活動家、 

東京大学先端科学技術研究センター特任教授） 

（７） 参加対象者 一般公開 

（８） 参加定員  無制限 

（９） プログラム 

10:00～10:05 開会あいさつ・趣旨説明・講師紹介 

10:05～11:20 講演「誰もが生きやすい地域と社会を考える」（仮題） 

11:20～11:30 休憩及び質問記入 

11:30～11:50 質疑応答 

11:50～11:55 閉会あいさつ・アンケートのお願い 

 

【申し込み方法】 

◆e-mailにて長野県生協連＜entry@nccu-coop.org＞までお申し込みください。 

◆e-mail本文に①団体名、②お名前、③メールアドレス、④電話番号、⑤「10/1湯浅誠講演会」、をご

記入ください。※ご提供いただく個人情報は、学習会の連絡等にのみ使用させていただきます。 

右のＱＲコードからＷＥＢにアクセスしお申込みいただけます。⇒  

【申し込み締め切り】 

★2022年 9月 26日（月） 

 

 
＜お問い合わせ先＞ 

長野県生協連（事務局：関・中谷）〒388-8555長野市篠ノ井御幣川 668  

TEL026-261-1380/FAX026-261-1381 t.nakatani@nccu-coop.org   

 

mailto:t.nakatani@nccu-coop.org


 

 

《講師について》プロフィール 

湯浅 誠 Makoto YUASA氏 

 

社会活動家。東京大学先端科学技術研究センター特任教授。認定 NPO法人全国こども食堂支援センター・む

すびえ 理事長 

  

1969年東京都生まれ。東京大学法学部卒。東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得退学。1990

年代よりホームレス支援に従事し、2009年から足掛け 3年間内閣府参与に就任。内閣官房社会的包摂推進室

長、震災ボランティア連携室長など。政策決定の現場に携わったことで、官民協働とともに、日本社会を前

に進めるために民主主義の成熟が重要と痛感する。2014〜2019年まで法政大学教授。 

  

著書に、『つながり続ける こども食堂 』（中央公論社 2021年）、『子どもが増えた！ 人口増・税収

増の自治体経営』（泉房穂氏との共著、光文社新書 2019年）、『「なんとかする」子どもの貧困』（角川

新書 2017年）、『ヒーローを待っていても世界は変わらない』（朝日新聞出版 2012年）、『反貧困』（岩

波新書 2008年 第 8回大佛次郎論壇賞、第 14回平和・協同ジャーナリスト基金賞受賞）、『貧困につい

てとことん考えてみた』（茂木健一郎と共著 NHK出版 2010年）など多数。 

  

ヤフーニュース個人に連載中の「1ミリでも進める子どもの貧困対策」で「オーサーアワード 2016」受賞、

法政大学の教育実践で「学生が選ぶベストティーチャー」を 2年連続で受賞。「こども食堂安心・安全プロ

ジェクト」で CampfireAward2018受賞。他に日本弁護士連合会市民会議委員など。 

以  上 


